
　　熱田文化小劇場　　熱田文化小劇場

開演 11:00 ・14:00  開演 11:00 ・14:00  

⼊場料⼊場料
750円750円

（3歳から⼤⼈まで共通）（3歳から⼤⼈まで共通）
⽇時指定・⾃由席⽇時指定・⾃由席

　　西文化小劇場　　西文化小劇場 　　瑞穂文化小劇場　　瑞穂文化小劇場

Sleeping BeautySleeping Beauty
　　中川文化小劇場　　中川文化小劇場

8月7日（水）8月7日（水）8月7日（水） 8月9日（金）8月9日（金）8月9日（金） 8月21日（水）8月21日（水）8月21日（水）
開演 11:00 ・14:00  
8月23日（金）8月23日（金）8月23日（金）

令和6年度�なごや⼦どものための巡回劇場

名古屋市⽂化基⾦事業

３団体でお届けする バレエ名作シリーズ３団体でお届けする バレエ名作シリーズ

［お問い合わせ］ 成瀬ひろみバレエスタジオ
名古屋市文化振興事業団チケットガイド

主催 森高子バレエ教室・メグミバレエスクール・成瀬ひろみバレエスタジオ　
公益財団法人名古屋市文化振興事業団

名古屋市教育委員会、名古屋市子ども会連合会後援

※ 開場は開演の30分前 
※ 駐車場には限りがございますので公共交通機関をご利用ください

● 名古屋市文化振興事業団チケットガイド 
 　TEL 052-249-9387 (平日9: 00~17:00/郵送可) 

　名古屋市文化振興事業団が管理する文化施設窓口でも
　お求めいただけます ※土日祝日も営業
　(工事休館などがありますので、事業団ウェブサイトでご確認ください）

発売⽇:2024年6⽉6⽇(⽊)�9:00〜発売⽇:2024年6⽉6⽇(⽊)�9:00〜
チケット購入方法チケット購入方法

※ この公演は名古屋市文化基金の補助により特別料金になっておりま す。 
※ 3歳未満のお子様は保護者のひざ上での鑑賞とし、お席が必要な場 合はチケットをお求めください。

● 電子チケットLivePocket
　 下のQRコードからお求めいただけます

開演 11:00 ・14:00  

名古屋市共催
TEL　0568-56-3416　
TEL　052-249- 9387　 



なごや⼦どものための巡回劇場は、⽇ごろ⽣の舞台に接する機会の少ない⼦どもたちに
テレビなどでは味わえない感動を伝えたいと1980年に始まりました。

できるだけ低料⾦で、⼦どもたちの住んでいるところになるべく近い場所を会場として
各区を巡回しています。

Sleeping BeautySleeping Beauty

オーロラ姫
フロレスタン国の次期王⼥。
カラボスに呪いをかけられ
100年の眠りにつくことに

カラボス
邪悪な妖精。

オーロラ姫の洗礼の儀式で
⽣まれて間もない姫に呪いをかける

デジレ王⼦
フロレスタン国の隣にある国の王⼦。

⼝づけによって
オーロラ姫の⽬を醒まさせる

Story

Character

リラの精
善なる妖精。

カラボスの呪いを和らげ
デジレ王⼦を導いた

Message

������
バレエ��バレエ��

メグミメグミ
バレエスクールバレエスクール

成瀬ひろみ成瀬ひろみ
バレエスタジオバレエスタジオ

森高子バレエ教室・メグミバレエスクール
成瀬ひろみバレエスタジオ　
公益財団法人名古屋市文化振興事業団

※ 中止あるいは内容を変更する場合がありますので
　 お出かけ前に必ずウェブサイトやお電話にてご確認ください。
　

Information

主催

　事業団ウェブサイト「重要なお知らせ」または
　TEL : チケットガイド 052-249-9387
　　　　　　　　　　　(平日9:00~17:00)

名古屋市教育委員会、名古屋市子ども会連合会後援

プロローグ
⻑い間、⼦どものいなかった国王の夫妻に⼥の⼦(オーロラ姫)が誕⽣し、オーロラ姫の洗礼式が⾏われる。

洗礼式のお祝いのパーティには、リラの精をはじめとする6⼈の妖精たちが招待され、それぞれの魔法でオーロラ姫に美しさを授ける。
姫の成⻑を願う喜ばしい時間に突然雷が鳴り出し、悪の妖精カラボスが登場。

カラボスは⾃分⼀⼈が洗礼式に招かれなかったことを恨み「オーロラ姫は16歳の誕⽣⽇に⽷つむぎの針に刺されて死ぬことになる。」という呪いをかける。
国王、王妃をはじめ皆が恐ろしい呪いにうろたえる中、まだ姫への贈り物をしていなかったリラの精が皆の前に現れ、

「カラボスの魔法を消すことは不可能だけど、姫を死ぬ代わりに眠らせることならできる。いつか王⼦がやってきて姫を⽬覚めさせるでしょう。」と皆に伝えた。

第⼀幕
オーロラ姫は美しく成⻑し、16歳の誕⽣⽇の⽇がやってくる。誕⽣⽇の踊りを披露した後、⼀⼈の⽼婆が現れ姫に花束を渡す�(⽼婆はカラボスだった)。

オーロラ姫が花束を抱えながら踊っていると、花の中に隠されていた紡ぎ針で指を刺され倒れてしまった。そこヘリラの精が現れ、
「姫は死んだのではなく眠りについただけです!」と皆に伝えると同時に城全体を眠らせる魔法をかける。

第⼆幕
百年の時が経ち、美しい王⼦が森へ狩りにやってきた。王⼦の前にリラの精が現れ、オーロラ姫について伝え、幻の姿を⾒せる。

すると王⼦は⼀⽬でオーロラ姫の美しさに⼼を奪われた。100年もの間放置され、蔦で囲まれた城に王⼦は⼊っていき、カラボスと戦う。
王⼦がオーロラ姫に⼝づけをし、姫は眠りから⽬める。

第三幕
オーロラ姫と王⼦の結婚式が開かれる。妖精たちやおとぎ話の主⼈公たちがお祝いにやってきて、皆がダンスで⼆⼈の結婚を祝う。

皆に祝福されながらオーロラ姫と王⼦もパドドゥの美しい踊りを披露し、物語は幕を閉じる。

名古屋市共催


